
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 農業従事者の減少・高齢化や、鳥獣被害の発生等による耕地面積や農業産出額の減少を踏
まえ、市民の理解のもと、地域が一体となった持続可能な営農環境の整備や意欲ある担い
手への支援及び農業の効率化が必要 

 人材不足が深刻化しており、担い手の確保や定着を図る取組が必要 
 事業者の事業継続に向けた経営基盤の強化や経営の安定化に向けた支援が必要 

 地域の信頼関係構築に向けて、企業の地域社会貢献の推進が必要 

第2次京田辺市産業振興ビジョン（案） 概要版 

第2次京田辺市産業振興ビジョンの
位置付け・計画期間 

策定の目的 

基本的な考え方 

● 現行の京田辺市産業振興ビジョン（以下「現行ビジョン」という。）は、計画期間である10年を

間もなく迎えようとしています。この間、少子高齢化のさらなる進展などの社会経済情勢の変化

や新たな社会基盤の整備などが進んでいます。こうした状況の中で、本市産業のさらなる発展の

ため、さらに戦略的に取組を進めていく必要があることから、現行ビジョンの一部を見直し、第2

次京田辺市産業振興ビジョンを策定するものです。 

● 現行ビジョンのもとで実施してきた「アクションプラン」に掲げた各事業については、市民、事

業者、学識経験者からなる「京田辺市産業振興ビジョン推進委員会」において事業評価を行い、

本市産業の現状を考慮し、多くの事業が今後も継続していく必要があるとされたところです。 

● 基本的にはこれまで進めてきた方針を継承することとしつつ、さらなる産業振興に向けて「継

続する取組」、「強化・改良し継続する取組」、「新規取組」の３つの視点で取りまとめを行いまし

た。 

全体ビジョン 
事業者・市民・行政の相互理解と協力のもと、快適な事業環境と豊かな生活を創造す

るまち 

第1章 第2次京田辺市産業振興ビジョンの策定にあたって 第２章 京田辺市産業を取り巻く状況 

第３章 京田辺市産業のビジョン 

分野別 
ビジョン 

第4次
京田辺市総合計画

第２次
京田辺市産業振興ビジョン

・まち・ひと・しごと創生総合戦略
・都市計画マスタープラン
・農業振興地域整備計画 等

連携

国の計画・方針

京都府の計画・方針

・地方創生2.0基本構想
・グリーン成長戦略 等

・京都府総合計画
・山城地域振興計画 等
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 消費が市外に流出しており、市内消費の喚起に向けて、魅力ある店舗づくりや店舗の認知
度向上等が必要 

 誰もが利用しやすい買い物環境の整備が必要 

 厳しさを増す経営環境に対応する事業者の競争力を高めることが必要 
 従業者の通勤利便性や、快適な事業環境の維持・向上が必要 
 京都や大阪といった大都市圏へのアクセスの良さを生かした企業誘致の促進が必要 

 魅力ある地域資源が存在するものの、十分に認知されておらず、市民や事業者の機運を醸
成し、観光まちづくりを進めることが必要 

 観光客の滞在時間が短い、観光消費額が小さいため、観光コンテンツの充実や市内周遊の
促進、消費拡大を図ることが必要 

産
業
分
野
別
の
主
な
課
題 

【地域ぐるみで持続可能な営農体制の構築に取り組むまち】 
それぞれの地域で、担い手への営農の集約を進めるとともに、新たな担い手の

育成を推進します。また、市民が農業への理解を深め、農業に関わる機会を増やし、
地域ぐるみで農地を守る体制づくりを目指します。 
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【商工業の新たな担い手が生まれ育ち、持続可能な経営が実現するまち】 
新たな商業・工業の担い手が生まれ育ち、京田辺市の商工業を牽引するととも

に、各事業者が社会経済情勢の変化等に対応し、持続可能な経営を実現すること
ができるまちを目指します。 

【事業者がそれぞれの強みを生かした店舗づくりを進め、 
誰もが快適に買い物を楽しむことができるまち】 

事業者が魅力を発信し、利用の促進につなげるとともに、誰もが必要なものを
購入できる環境が整い、便利で暮らしやすいまちを目指します。 

【関係機関や事業者等が連携し、新たな成長へとつなげるとともに、 
快適な事業環境を創造するまち】 

事業者がそれぞれの強みを磨き、社会経済情勢の変化に対応するとともに、関係
機関や事業者同士が連携し快適な事業環境を整え、事業者の発展と地域の発展が両
立するまちを目指します。 

【市民や事業者が京田辺に愛着をもち、共に観光まちづくりを進め、 
だれもが「ひとやすみ」できるまち】 

市民や事業者が京田辺に愛着を持ち、アイデアを出し合って魅力的な観光まちづ
くりに取り組むことで、多くの来訪者が市内を行き交う活気あるまちを目指します。 

 第２次京田辺市産業振興

ビジョンは、国や京都府の

計画・方針を踏まえつつ、

本市の総合計画や地方創

生総合戦略等と連動しなが

ら、農業・商業・工業・観光

をはじめとする産業全体

の目指すべき姿を示す指

針と位置付け、令和８年度

から令和１７年度までの１０

年間を計画期間とします。 
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第４章 ビジョン実現に向けた方針と戦略 ・ アクションプランの体系 

 


